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研究成果の概要（和文）：わが国の総数における年間自殺者数は2016年の時期には減少が継続しており21,000人
台で、2017年の自殺者数は2016年よりも減少、2015年と比較しても2017年の自殺者数は減少していた。年齢階級
別自殺死亡率において若年層以外は低下を示していたが、若年層は低下しているとは言い難かった。そこで、本
研究では若年層において自殺動向を含めた検討を実行した。その結果に基づく対策に関連する分野や機関が連携
した多方面からの対応が重要である。

研究成果の概要（英文）：The annual number of suicides in Japan continued to decrease in 2016 and was
 around 21,000.  There were fewer suicides in 2017 than in 2016, and the number of suicides in 2017 
was also lower than the number in 2015.  The mortality rate due to suicide by age group decreased 
for all age groups, but the same was not true for younger age group.  Therefore, the present study 
examined suicide trends among younger age group.  Based on the present results, personnel and 
organizations in fields related to suicide prevention measures need to perform together to deal with
 suicide using a multifaceted approach.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 自殺　若年　有効対策　協同　総合的側面　健康　指標　社会

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　わが国における1998年の自殺者数は30,000人と急増し、以降もその推移を維持していたが、本研究採択の頃に
は自殺者数は減少していた。しかしながら、若年における自殺死亡率の状況からその層の対策が大切である位置
づけになっていた。本研究課題はその重要な事項を検討した。主を若年にして様々な側面から本研究課題を進行
し、多視点からの連携した対策の必要性を提案できたことは学術的意義および社会的意義があったと考慮してい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の頃とその流れに至るところまでの本研究関連の諸推移を振り返ってみると[参
考文献 1]、わが国の総数に関する年間自殺者数は 1992-1997 年において 20,000 人前半の示唆で
あったが、1998 年に 30,000 人超と急増、その前後を以後 10 数年推移した。2012 年から自殺者
数が減少を示してきた数値の旨を理解できる状況となり、本研究を申請した 2016 年そして採択
いただいた 2017 年の時点も年々その方向が継続した。男性の年間自殺者数において 1992-1997
年は 10,000 人前半から中後半で推移し、1998 年からは 20,000 人前半の範疇の前後にて示唆、
2011・2012年から自殺者数減少を考慮の数値と理解できる状況であり、2017年も自殺者は 14,000
人台と減少傾向であった。女性において 1992-1997 年の年間自殺者数は 7,000 人前後から 8,000
人未満を推移していたが、1998 年に 9,000 人超となり、以降概ねその前後を推移しながら 2012
年より自殺者数の減少を示唆できる数値状況に至った。2013-2016 年そして本研究の採択年の
2017 年まで年間自殺者数は年々減少した。  

2007-2017 年の年齢階級別自殺死亡率において総数では 40 歳以上の各年齢層でその死亡率低
下を考慮できる数値状況であったが、30-39 歳以下の各年齢層ではそうであると言い切れない状
態と理解した[参考文献 1]。男性でも 40 歳以上の各年齢層で自殺死亡率低下を示唆できる数値
の状況、30-39 歳でも 40 歳以上の各年齢層と類似のことは言えるが、40 歳以上の各年齢層まで
は顕著でなく、20-29 歳以下の各年齢層はそのようにとまでは言えない経過であった。女性では
60 歳以上の各年齢層で自殺死亡率低下を考えることも重要な状況の結果であり、20-59 歳の各
年齢層では 60 歳以上の各年齢層とまでとは言えない低下の傾向と考慮、10-19 歳においてはそ
うと言い切れないとの把握に至った。 
 職業別自殺者数において 2007-2017 年では自営業・家族従業者、被雇用者・勤め人、無職者で
年の経過と共に減少の示唆を考慮できるが、学生・生徒等は明らかに減少をしているとは言い難
い状況であった[参考文献 1]。 

 わが国の自殺対策の力の入れ方を考えてみると[参考文献 2]、2006 年 10 月に「自殺対策基本
法」が施行、2007 年 6 月に「自殺総合対策大綱」が閣議決定となった。この「自殺総合対策大
綱」では自殺に対して基本的 3 認識と自殺対策の進行に向けて 6 つの基本的考え方の示唆を行
った。その上で、殊に当時取組んでいく事柄としては「自殺対策基本法」における基本的施策を
基に 9 項目を大枠とした内容であった。この後、2008年に「自殺対策加速化プラン」が決定し、
「自殺の実態を明らかにする」、「国民一人ひとりの気づきと見守りを促す」、「心の健康づくりを
進める」、「適切な精神医療を受けられるようにする」、「社会的な取組で自殺を防ぐ」、「自殺未遂
者の再度の自殺を防ぐ」、「遺された人の苦痛を和らげる」、「民間団体との連携を強化する」、「推
進体制等の充実」の施策が成立した。2009 年 11 月に政府が取組む必要のある中期視点における
施策として「自殺対策 100 日プラン」の提言の施行があった。2010 年 2 月には「いのちを守る
自殺対策緊急プラン」が決定し、「自殺対策強化月間」を 3 月との方針を示した上で、様々な機
関が協働して広報・啓発活動につき力を入れかつ心の健康相談等の施設を重点的に実行するこ
とを提言した。種々の類の相談体制における充実および強化、ゲートキーパーの育成や対応の専
門家等の拡充、自殺統計におけるデータ分析を詳しく分析して丁寧な防止対策の実行、連帯保証
制度等に関する内容、高リスク者およびリスク地への対策、自殺未遂者や遺族へのサポート、推
進対策に関する強化等が同プランに含まれた。2007 年の「自殺総合対策大綱」の閣議決定がさ
れてから 5 年を経過した 2012 年に同大綱が改正された。その改正された大綱では国レベルの対
策の取組から地域レベルの取組にシフトする視点の必要性を示唆していた。加えて自殺総合対
策の基本的な考え方として 2 つの項目が追加され、当面の重点施策としていくつかの新たな内
容を含むこととなり、推進体制等に関し、複数の内容を盛り込む考慮を述べた。2016 年 4 月に
は 10 年ぶりに「自殺対策基本法」が改正され、総合的に自殺対策を進めていくことで現状に即
した新展開の意を把握できた。 
 研究開始当初の状況としては社会的な取組等をはじめわが国の自殺対策は一定の効果を導き
出すと共に若年層の実情にそった詳細な対策を提示していく必要性が論じられている時期であ
った(図)。 
 

 

２．研究の目的 

 わが国における自殺予防で特に大切なことは、実態調査に基づく対策の示唆とその実行であ
る。本研究では、研究開始当初の前の頃から着目されている若年層の自殺に焦点をあて、調査や
現状までにおける対策実行を含む研究課題を遂行した。更に、海外の自殺に関する検討について、
それらの対策や考慮についてもアプローチを行ってみた。その上で、わが国における若年層の根
拠があると考えられた自殺対策に関して考案および構築をし、社会に還元することにより、国レ
ベルそして地域レベルともに活用できる有効な自殺対策の確立を目的とした(図)。 

 



 
図：わが国の自殺対策における流れと本研究課題に関する位置づけおよびその後の状況も含め

た一見 

 

 

３．研究の方法 

 若年層の自殺動向を含めた視点で、1)国レベルでの検討、2)地域レベルでの検討、3)その他(1)
および 2)以外)の検討、4)わが国の現況も考慮した検討、5)海外に関しての検討、を行った上で、
1)から 5)をふまえて 6)有効な自殺対策を考察した。 
 
 
４．研究成果 
1)国レベルでの検討 
 新型コロナウイルス感染症(Coronavirus disease 2019: COVID-19)の世界的流行においてわ
が国でも 2020 年から生活・学校・出勤や勤務形態等に制限がかかり、その制限の日々が継続し
ていた。災害の多いわが国において全国にその注意の気持ちをもたらす大きな 1 つの出来事が
1995 年に発生した阪神淡路大震災であった。警察庁が公表している数値のみのデータ[参考文献
3]よりこの阪神淡路大震災の発生前後とCOVID-19の流行時前後、すなわち、1994-1995年と2019-
2020 年のわが国における自殺動向の比較から現状行うべき検討を考察した。 

1994-1995 年において 1995 年は 1994 年より男性および女性とも自殺者数は増加していたが、
有意ではなかった。年齢階級別の自殺者数では 19 歳以下の群において 1995 年は 1994 年より有
意に減少していたが、20-29 歳・30-39 歳・40-49 歳・50-59 歳・60 歳以上の年齢階級の群では
両年で有意差を認めなかった。動機別の自殺者数では「経済・生活問題」が 1995 年は 1994 年よ
り有意に増加していたが、「家庭問題」・「健康問題」・「勤務問題」・「男女問題」・「学校問題」・「そ
の他」は両年で有意差がなかった。 
 2019-2020 年において 2020 年は 2019 年より総数では自殺者数が増加していた。女性では 2020
年が 2019 年より有意に増加していたが、男性では有意に減少を認めた。年齢階級別の自殺者数
は 19 歳以下・20-29 歳の群で有意に増加するも、50-59 歳・60-69 歳の群で有意に減少しており、
30-39 歳・40-49 歳・70-79歳・60 歳以上・80 歳以上の群では有意差を示さなかった。動機別の
自殺者数は「その他」で 2020 年が 2019 年より有意に増加したが、「経済・生活問題」は有意に
減少した。「家庭問題」・「健康問題」・「勤務問題」・「男女問題」・「学校問題」において有意差は
なかった。 
 これらの結果から考慮すると、近況のわが国としての自殺対策は、若年、女性に今以上に力を
入れていくのも一案である。動機も理解が明確に示しづらい事項が増加しているという意とも
捉えられる。検討という事柄を含めてもなお一層自殺予防に関連する諸機関は基礎資料となる
事柄に基づいた対応・対策の実行を必要とする。 
 
2)地域レベルでの検討 

 2)について警視庁が公表している数値のみのデータより[参考文献 4]、2018-2020 年の東京都

での「全自殺者数」と「学生および生徒」項の自殺者数および動機を調査して動向をまとめてみ

た。自殺動機については、「家庭問題」、「健康問題」、「経済・生活問題」、「勤務問題」、「男女問

題」、「学校問題」、「その他」、「不詳」で区分となっている。 

 全自殺者数に関して総数では 2018 年 2,244 人、2019 年 2,107 人、2020 年 2,231 人、男性では

2018 年 1,502 人、2019 年 1,386 人、2020 年 1,414 人、女性では 2018 年 742 人、2019 年 721 人、

2020 年 817 人であった。学生および生徒の自殺者数では、総数において 2018 年 127 人、2019 年



140 人、2020 年 155 人、男性において 2018 年 80 人、2019 年 92 人、2020 年 92人、女性におい

て 2018 年 47 人、2019 年 48 人、2020 年 63 人を示した。学生および生徒の自殺者数が全自殺者

数に占める割合としては、総数で 2018 年 5.7%、2019年 6.6%、2020 年 6.9%、男性で 2018 年 5.3%、

2019 年 6.6%、2020 年 6.5%、女性で 2018 年 6.3%、2019 年 6.7%、2020 年 7.7%と算出できた。 

 学生および生徒の自殺動機の割合において男性では家庭問題で 2018 年 5.4%、2019 年 7.9%、

2020 年 6.5%、健康問題で 2018 年 22.6%、2019 年 20.2%、2020 年 18.7%、経済・生活問題で 2018

年 3.2%、2019 年 4.4%、2020 年 11.2%、勤務問題で 2018 年 0%、2019 年 1.8%、2020 年 0%、男女

問題で 2018 年 3.2%、2019 年 4.4%、2020 年 2.8%、学校問題で 2018 年 18.3%、2019 年 25.4%、

2020 年 20.6%、その他で 2018 年 7.5%、2019 年 4.4%、2020 年 1.9%、不詳で 2018年 39.8%、2019

年 31.6%、2020 年 38.3%であった。女性では家庭問題で 2018 年 3.3%、2019 年 10.9%、2020 年

10.7%、健康問題で 2018 年 26.2%、2019 年 34.5%、2020年 28.0%、経済・生活問題で 2018 年 4.9%、

2019 年 1.8%、2020 年 1.3%、勤務問題で 2018 年 0%、2019 年 1.8%、2020 年 0%、男女問題で 2018

年 8.2%、2019 年 9.1%、2020 年 5.3%、学校問題で 2018 年 23.0%、2019 年 10.9%、2020 年 17.3%、

その他で 2018 年 4.9%、2019 年 0%、2020 年 5.3%、不詳で 2018 年 29.5%、2019 年 30.9%、2020

年 32.0%を認めた。すなわち、男性において 2018-2020 年の全年で不詳が最多、2018 年は健康問

題そして学校問題と続き、2019 および 2020 年は学校問題そして健康問題の順で推移した。女性

において 2018 および 2020 年で不詳が最多で次に健康問題、2019 年は健康問題が最多で次に不

詳であった。それらに次いで 2018 および 2020 年は学校問題、2019 年は家庭問題と学校問題が

位置した。 

これらをまとめると、コロナ禍となった 2020 年における学生および生徒の自殺者数が全自殺

者数に占める割合は女性で上昇しており、調査年において男性・女性とも注意を払うべき核とな

る自殺動機は類似を示唆していた。不詳に関して一番近くにいる主の医学分野は法医学・監察医

であり、更なる対策の立案に向けて社会医学としての融合の面から公衆衛生学分野との連携も 

必要である。 

 

3)その他(1)および 2)以外)の検討 

 自殺未遂歴は自殺の大きな危険に繋がる因子であり、若年の自殺に関してもそれは言える事

項となる。自殺未遂者への対応が自殺予防となることも理解できる。本事項は対応や対処に関連

する分野や機関が各々自殺予防に向けての活動を行うことと共に各都道府県や指定都市等とし

ても力を入れて取組んでいる。 

 生物学的指標においてストレスマーカーとしてコルチゾールやアミラーゼ、精神的ストレス

マーカーとしてクロモグラニン A をまずは考慮でき、分泌型 IgA は精神的および身体的ストレ

スマーカーとしての役割を認識した。ストレスという領域は大変広範なため今後も本項に関し

て更なる検討を行うことは大切であると理解している。 

 

4)わが国の現況も考慮した検討 

各都道府県や指定都市および各市単位で継続した自殺対策に関する啓発活動、継続した自殺

対策、現況もふまえ新たに行っている対策もしくは行っていく対策立案という方向性等把握で

きた。 

COVID-19 に関し、2020 年 3 月に「小・中・高校および特別支援学校における当面の休校の示

唆」、「不特定多数者が集合して接触の機会もしくは接触の機会のおそれにもなるような状況回

避」等を国から示唆があり、テレワークの推奨、オンライン形式(会議、職場、学校等)の進行お

よび発展等も認めた。急であるこのような状況の立ち位置にて多くの人々が大変困惑した、不安

な日々を送った、知人や友人と話す機会が減ったこと等、心身の疲弊を含めた多くの変化や混乱

そして孤独を感じたところもあったと考える。 

3)と 4)に関しての多くの記した内容でも関連する分野および機関の融合した対応が重要にな

ると考慮できる。 

 

5)海外に関しての検討 

 国際学会や講演会およびシンポジウム等を通じて複数国の研究者とその各国の自殺対策に関

するディスカッションを行った。総合的な自殺対策を展開している点ではわが国とも基本的に

共通国が多く、その視点と共に近況各国で力を入れている年齢層や取組を実施しているという

ところであった。今後このような視点や検討をもって対策に関する活動についての認識をもっ

ている国々も存在した。 

 

6)有効な自殺対策に向けて 

1)から 5)をふまえて自殺対策においては各分野や機関からの対策や活動の重要性はもちろん

のこと、対策・対応に関連する様々な分野や諸機関そして国レベルの対策内容と共に地域レベル



からのアプローチも必要であることが認識できた。その上で、若年に対する有効な自殺対策に関

しては多側面からの連携した実施が大切である。 
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Discussion of several aspects of panic disorder and further research of that disorder in the
future.
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Suggesting new outlooks with the potential to facilitate future studies of suicide in Japan.
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Systematic report on panic disorder from various perspectives.
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Comparison of clinical features of panic disorder patients with and without family history of
psychiatric disorders.

Sci Healthcare. 67-75
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J St Mar Med Ins. 46-49
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第118回日本精神神経学会学術総会.

The 3rd Hiroshima & Kazakhstan Medical Symposium.（国際学会）

The 3rd Hiroshima & Kazakhstan Medical Symposium.（国際学会）

The 3rd Hiroshima & Kazakhstan Medical Symposium.（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井上 顕 他.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

The importance of mental health care for children due to the influence of COVID-19 pandemic.

小学6年生から中学3年生における心身の健康関連事項にむけた具体的な方策.

From the discussion of COVID-19 pandemic in Japan: To carry out epidemiological studies on suicide in trends of COVID-19
pandemic in the Republic of Kazakhstan.

Continuous our international exchange and research meeting in new style: Semey, Kochi and Hiroshima.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第62回中国・四国精神神経学会 / 第45回中国・四国精神保健学会.（招待講演）

XV INTERNATIONAL SCIENTIFIC-PRACTICAL CONFERENCE.（招待講演）（国際学会）

2021 SMU special lecture.（招待講演）

 ２．発表標題

International MED-Congress NCJSC.（招待講演）（国際学会）

Inoue K, et al.

井上 顕.

Inoue K, et al.

Inoue K.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Aiming to decrease fatigue and stress in people caused by effects of the long-term COVID-19 pandemic and some items:
thinking about post COVID-19.

シンポジウム4：「孤独を抱える青年へ、精神医療に何ができるか」: 多分野・多職種の協働が必須である若年の自殺対策：精神医学、社
会医学、精神保健学、保健管理学、行政および教育分野の融合.

Are risk factors for suicide and preventive measures for COVID-19 common in Japan and Kazakhstan?.

Some recent topic of the research in the world.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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2019年

 ２．発表標題

第103次日本法医学会学術全国集会.

The 24th Hiroshima International Symposium "Research on radiation and its effects in Kazakhstan and other countries”.（招待
講演）（国際学会）

2020 SMU special lecture.（招待講演）

第92回日本産業衛生学会.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Inoue K, et al.

Inoue K.

井上 顕 他.

井上 顕 他.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Major current discussion in social medicine including hygiene in the world.

有職者における一層の自殺防止にむけて―近年の東京をベースとした検討から―.

近年の薬物事犯動向に基づく今後に向けての具体的な薬物対策.

Anxiety and fear about mental and physical health for radiation exposure in the people -importance of dissemination about
correct knowledge based on the cooperation in various fields-.
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第115回日本精神神経学会学術総会.

The 1st Hiroshima-Kazakh International Medical Symposium.（招待講演）（国際学会）

The 1st Hiroshima-Kazakh International Medical Symposium.（招待講演）（国際学会）

The 1st Hiroshima-Kazakh International Medical Symposium.（招待講演）（国際学会）
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Hoshi M, Inoue K, et al.

井上 顕 他.

Inoue K, et al.

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Our animal experiments using radioactive dust in Semipalatinsk.

中学生における生活習慣事項とコルチゾールの関連について.

Necessity of understanding about Mental Disorders in Republic of Kazakhstan, and actually of international exchange in
Kochi, Hiroshima, and Shimane, Japan.

Current status of childhood thyroid cancer 8 years after Fukushima nuclear power plant accident.

 １．発表者名

 １．発表者名
Noso Y, Inoue K, et al.
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The 1st Hiroshima-Kazakh International Medical Symposium.（招待講演）（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名
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第49回中国四国保健管理集会.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takeichi N, Inoue K, et al.

井上 顕 他.

井上 顕 他.

Noso Y, Inoue K, et al.

 ３．学会等名

第49回中国四国保健管理集会.

The XIV International Scientific and Practical Conference.

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Progress of thyroid cancer treatment and diagnosis in these 50 years, including the radiation problem.

‘Gaming disorder’への大学における対応は多職種・複数機関の連携が必要である：今後増加するであろう本疾患へのアプローチを考え
て.

大学での‘Social Anxiety Disorder’における対応や配慮の検討の現状を考慮してみる：これからの対応にむけて.

Thromboembolism in Patients with Cancer-how to prevention in Japan-.
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14th World Congress of Biological Psychiatry.

The 10th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences.

The 24th Congress of the International Academy of Legal Medicine (IALM2018).（国際学会）

第114回日本精神神経学会学術総会.

Hashioka S, Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

井上 顕, 他.
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Hashioka S, Inoue K, et al.
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 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名
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Glia as new promising targets for antidepressant action of electroconvulsive treatment.

Important viewpoints of suicide prevention: A Tokyo-based investigation of causative factors.

経済的事項と自殺との関連についての検討 ―春季賃上げ率の動向が自殺推移の指標となる可能性があるのか.
 ２．発表標題

Electroconvulsive treatment restores the decreased coverage of brain blood vessels by astrocytic endfeet and ameliorates
depressive-like behavior.

 １．発表者名
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 ３．学会等名

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Inoue K, et al.

井上 顕 他.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

2018年聖医会中四国支部.（招待講演）

NTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Study for measures against refuse to attend school in Japanese students: important this research in Kazakhstan in the
future.

臨床医学で知っておきたい不安症と神経発達症より：パニック症、自閉スペクトラム症、注意欠如・多動症に関して.

A basic study on specific measures to promote healthy lifestyles and mental and physical health among elementary and middle
school students in a region of Shimane Prefecture: efforts involving school-related personnel and university personnel ～
collaborative action from several fields to be conducted in Kazakhstan～.

Further improving medicine in Kazakhstan and Japan through an agreement on bilateral exchanges: fostering further
collaboration among Semey, Kochi, Shimane, and Hiroshima.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

INTERNATIONAL SCIENTIFIC AND PRACTICAL CONFERENCE MODERN INNOVATIVE METHODS IN MODERNIZATION OF MEDICAL EDUCATION, SCIENCE
AND PRACTICE” DEDICATED TO THE 65th ANNIVERSARY OF SEMEY MEDICAL UNIVERSITY.（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Was there the change of suicide methods in several periods? ～the necessity of such investigation and comparison in the
world～.

Implementation of concrete suicide prevention measures and activities at the national and regional level in Japan ～in order
to study of this viewpoint in Semey ～.

Some problems in urban earthquakes that became prominent in the earthquake of Northern Osaka Prefecture in Japan: things to
consider in earthquakes in the world.

Agreements on international exchanges between universities and facilitating exchanges with the prefectures and
municipalities where they are located: In light of a short systematic review.

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成30年度島根大学公開講座.（招待講演）

上毛学術講演会.（招待講演）

6th Shimane Semey International Symposium: World Radiation Exposure Health Problems~New challenges for the future~.（招待講
演）（国際学会）

Kiev International Symposium in 2017.（招待講演）（国際学会）

井上 顕 他.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

井上 顕 他.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精神医学におけるbasic and topics：パニック症と自閉スペクトラム症に着目して.

Issues and discussion of important research based on viewpoints of various fields.

The need for collaborative study in Ukraine and Japan of epidemiological and biological viewpoints about mental problem by
disaster issues.

 ２．発表標題

パニック症に関する最近の話題：睡眠時パニック発作も含めて.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

XⅢ International Research and Practice Conference.（招待講演）（国際学会）

XⅢ International Research and Practice Conference.（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Noso Y, Inoue K, et al.

上田規人, 井上 顕, 他.

井上 顕.

Inoue K, et al.

第47回中国四国保健管理集会.

第47回中国四国保健管理集会.（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Achievement of international exchange between SSMU and Shimane University until today.

摂食障害のある学生との面接過程.

不安症群におけるパニック症に焦点をあてた症状把握と対応の重要性～広場恐怖に関する内容も含めて～.

Joint study of influence about genetic and environmental factors in Neurodevelopmental Disorders in the future by viewpoints
of Psychiatry, Social Medicine, Physical Medicine and Radiology in Semipalatinsk.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

21th Hiroshima International Symposium: Studies on health effects of exposure to radioactive micro-particles.（招待講演）
（国際学会）

5th Shimane Semey International Symposium:World Radiation Exposure Health Problems-New challenges for the future-.（招待講
演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

XⅢ International Research and Practice Conference.（国際学会）

XⅢ International Research and Practice Conference.（国際学会）

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.

Inoue K, et al.
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Aiming at epidemiological and statistical suicide investigations in Semey by cooperation of some fields based on the
research experience in Shimane Prefecture.

Discussion of common prevention measures for road traffic accidents in the world by the results of several countries.

Psychiatric topic contents of Semipalatinsk Study in future based on the viewpoints in the present time.

Importance of collaboration research and discussion between Semey and Japan in Semipalatinsk Study.
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